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業績予想の修正に関するお知らせ

この度の東日本大震災により被災されました方々に、心よりお見舞い申し上げますと共に、

被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

当社は最近の業績動向や生産拠点の状況を踏まえ、平成２３年５月１３日に公表いたし

ました 平成２４年３月期 第２四半期累計期間の業績予想を下記の通り修正致しましたので、

お知らせ致します。

１．業績予想の修正について

平成２４年３月期 第２四半期累計期間 (平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益
１株当たり
四半期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

４０，０００
百万円

２，８００
百万円

２，８００
百万円

１，４００
円 銭

７７．８７

今回発表予想（Ｂ）
百万円

４２，０００
百万円

３，３００
百万円

３，４００
百万円

１，６００
円 銭

９３．０４

増減額（Ｂ－Ａ）
百万円

＋２，０００
百万円

＋５００
百万円

＋６００
百万円

＋２００

増 減 率
％

＋５．０
％

＋１７．９
％

＋２１．４
％

＋１４．３

（ご参考）前年度

第２四半期累計期間

百万円

４３，３５６
百万円

４，１０１
百万円

４，１３２
百万円

２，４４５
円 銭

１３２．４１

２．修正理由

平成２３年５月１３日に公表致しました業績予想は、電子部品を供給いただいている取引先

が被災し、当社が製造しているＭＥ機器の一部において 納期遅延や供給できない期間が生じ

る可能性があること。

当社グループの多賀城研究所が被災し、生産再開の目途が立っていなかったこと。

さらには、夏場にかけて予測される電力逼迫による生産計画への影響が不透明であったこと。

これらのリスクを主に 第２四半期累計期間（平成２３年４月１日～９月３０日）に織込み

ましたが、フクダ電子多賀城研究所が７月１日より一部の製品において生産を再開し、夏場の

電力供給懸念も当社や各企業の節電 及び 省エネルギー対応により、回避できる見通しです。

その結果、第２四半期累計期間までの業績は予想を上回る見通しとなりました。



現時点では殆どの取扱製品のご要望にお応えできておりますが、電子部品を供給いただいて

いる取引先の被災により、依然として一部の取扱製品において納期遅延や供給ができない期間

が生じる可能性がございます。

フクダ電子グループは引続き 製品の安定供給に向けて、全力で対応してまいりますが、

現時点では通年度の業績予想を見直すまでには至っておりません。

今後 業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表致します。

※ご注意

上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

以 上


